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『パートナーシップ構築宣言』ご存じですか？
～取引先企業とWin‐Winの関係を築く～

特集
　新型コロナウイルス支援対策
（資金繰り・助成金・給付金 等）
等、様々な情報をいち早くお届
けするため、メールアドレスの
登録をお願いしています。
　是非ともご登録ください。

メールアドレス
登録フォームは
　　　こちら▶
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NPO法人 かごしま探検の会 代表理事 東川 隆太郎

　今年の7月に世界自然遺産に登録された奄美大島と徳之

島。前回はその世界遺産エリアの奄美大島の奄美岳こと湯湾

岳をご紹介した。今回は世界遺産エリアでもあり、徳之島の

最高峰でもある井之川岳に注目してみたい。

　島のほぼ中央部に位置し、徳之島町と天城町にまたがる井

之川岳は標高645メートル。北西には標高438メートルの美

名田山、南西には標高382メートルの剥岳や標高417メート

ルの犬田布岳が井之川岳とともに島の中央部に連なる。北部

には島で二番目の標高の533メートルの天城岳があり、徳之

島はそれらの周辺に豊かな常緑広葉樹林が広がっている。そ

れだけに森林面積は島の約45％を占めており、動植物はもち

ろん、山は人間の生活にも欠かすことのできない水源として

の役割も担っている。

　井之川岳は島では「イノウデ」とも呼ばれ、また山麓の母

間集落では「ブマウデガナシ」と称している。山の北東に突

き出た巨石に対して、母間集落では元日の早朝に新米を供え

て五穀豊穣を祈願する習慣があったという。井之川の語源に

は、「稲」が関連しているとされており、南東から山を望む

と稲穂が南を根にして横倒して寝ているように見えるとされ

ている。それだけに「イノウデ」は「イネィフウデ（稲穂

岳）」が転訛したのではとも推測されている。

　信仰の山だけに開発されずに大切にされてきたことから、

井之川岳周辺の森林は林齢の高い常緑広葉樹が広がってい

る。そこには貴重なオキナワウラジロガシの原生林も見ら

れ、アマミノクロウサギやオビトカゲモドキ、イボイモリな

ども生息している。また1977年に徳之島において生息が確認

されたトクノシマトゲネズミは、奄美大島に生息するアマミ

トゲネズミに比べると体が大きいことが特徴とされている。

　島の海岸部に点在する集落から眺めても美しい井之川岳

は、貴重な自然環境を育みながら島の安寧も安らかに見守る

ような存在である。

◆井之川岳（徳之島町・天城町）

鹿児島季節の名所

会報アイムは鹿児島商工会議所ホームページに
デジタルブックとして掲載しています。
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ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
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２
０
２
０
年
６
月
に
経
済
界
・
労
働

界
・
関
係
閣
僚
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
、未

来
を
拓
く
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
推

進
会
議
に
お
い
て
、﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
﹂
の
仕
組
み
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
﹂は
、

企
業
規
模
の
大
小
に
よ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
規
模
・
業
種
の
企
業
や
個
人
事
業
主

が
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
取
引
先
や
価
値
創
造
を
図

る
事
業
者
の
皆
様
と
の
連
携
・
共
存
共

栄
を
進
め
る
こ
と
で
、
新
た
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
こ
と
を
、
企

業
の
代
表
者
の
名
前
で
宣
言
す
る
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
①
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
共
存
共
栄
と
規
模
・

系
列
等
を
超
え
た
新
た
な
連
携
、
②
親

事
業
者
と
下
請
事
業
者
の
望
ま
し
い
取

引
慣
行
︵
振
興
基
準
︶
の
遵
守
、
③
そ
の

他
独
自
の
取
組
に
つ
い
て
宣
言
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
11
月
に
は﹁
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
﹂
の
登
録
企
業
が
３

7
０
０
社
を
超
え
ま
し
た
。
企
業
の
持

続
的
な
成
長
の
た
め
に
、
持
続
可
能
な

視
点
を
経
営
方
針
に
取
り
入
れ
る
考
え

方
が
世
界
的
に
ひ
ろ
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。 パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　  

構
築
宣
言
と
は

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①﹁
宣
言
﹂が
公
式
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

掲
載
・
公
表
さ
れ
ま
す
。

②
宣
言
企
業
は﹁
ロ
ゴ
マ
ー
ク
﹂を
名
刺

等
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、取

引
先
と
共
存
共
栄
の
関
係
を
築
こ
う
と

す
る
会
社︵
ホ
ワ
イ
ト
企
業
︶で
あ
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
一
部
の
補
助
金
で
加
点
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
次
の
補
助
金

で
す
。 宣

言
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

『パートナーシップ構築宣言』ご存じですか？

　全国で3,744社、鹿児島県で30社（令和3年11月16日現在）、
11月以降1日平均30社超の企業がパートナーシップ構築宣言に
賛同しました。
　今回は、本宣言の趣旨と概要、宣言のメリットについて解説すると
ともに宣言企業の医療法人玉昌会の取組みをご紹介致します。

～取引先企業とWin‐Winの関係を築く～

・
も
の
づ
く
り
等
補
助
金

・
省
エ
ネ
補
助
金

・
事
業
再
構
築
補
助
金

④
宣
言
す
る
こ
と
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
う
ち
、

次
の
５
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

・
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

・
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

・
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ

う・
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成

し
よ
う

パートナーシップ構築宣言　イメージ図



パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

宣
言
企
業
の
声

　
　  

　
医
療
法
人
　
玉
昌
会

【
お
問
合
せ
先
】

　
公
財
）全
国
中
小
企
業
振
興
機
関
協
会

　
T
E
L 

0
3（
5
5
4
1
）6
6
8
8

【
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
】

　「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
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医療法人 玉昌会
理事長　髙田 昌実さん

　
１
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

に
至
っ
た
経
緯
は
？

　
玉
昌
会
の
理
念
﹁
い
つ
ま
で
も
健
や

か
に
…
私
た
ち
の
願
い
で
す
。
﹂
は
、
患

者
・
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、
職
員
・
職
員

家
族
、そ
し
て
、取
引
先
を
含
め
た
全
て

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
の
思

い
を
掲
げ
た
も
の
で
す
。
そ
の
理
念
に

基
づ
き
、
厚
労
省
が
推
奨
す
る
地
域
共

生
社
会
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
実
現
に
賛
同
し
、
啓
発
活
動
も

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
共
存
共
栄
と
新
た
な
強
い
連

携
こ
そ
が
、地
域
の
繁
栄
と
、私
た
ち
が

考
え
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
生
活
を
通

し
て
実
現
す
る
﹁
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
　
﹂
の
構
築
に
資
す
る
も
の
と

思
い
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

ベ
ー
ス
と
す
る
﹁
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン　
﹂
の
構
築
を
目
指
し
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
﹁
医
療
・
介

護
・
健
康
診
断
・
健
康
増
進
・
子
育
て
支

援
﹂
が
切
れ
目
な
く
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
体
制
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
念
と
も
重
な

る
健
康
経
営
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ

浸
透
・
支
援
す
る
こ
と
は
、企
業
の
従
業

員
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
り
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

で
つ
な
が
る
こ
と
が
必
然
と
考
え
て
、

令
和
３
年
10
月
１
日
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
の
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
．宣
言
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り

組
み
は
？

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
提
供

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
広
が
り
が
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
し
、
鹿
児
島
地
区
の

キ
ラ
メ
キ
テ
ラ
ス
事
業
で
は
、
い
ま
き

い
れ
総
合
病
院
と
連
携
し
、
未
来
都
市

型
の
医
療
・
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
連
携

モ
デ
ル
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

異
な
る
医
療
法
人
の
２
つ
の
病
院
を
２

階
に
設
置
さ
れ
た
屋
内
通
路
︵
ア
ト
リ

ウ
ム
︶で
つ
な
げ
、医
療
機
能
の
異
な
る

医
療
機
関
が
通
路
で
つ
な
が
る
の
は
全

国
で
初
の
試
み
で
あ
り
、
両
病
院
の
特

色
を
活
か
し
な
が
ら
、
柔
ら
か
い
連
携

の
も
と
で
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

◆
健
康
経
営
の
実
践
支
援

　
令
和
元
年
よ
り
３
年
連
続
で
い
た
だ

い
て
い
る
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人 

︵
ホ

ワ
イ
ト
５
０
０
︶
﹂︵
経
産
省
と
日
本
健

康
会
議
主
催
︶の
認
定
法
人
と
し
て
、健

康
経
営
を
実
践
し
、
地
域
社
会
へ
の
周

知
啓
発
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
主
催
の
４
部
会

合
同
委
員
研
修
会
で
は
、﹁
健
康
経
営
﹂

に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、
60
名
を
超
え

る
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
前
は
、年
１
回
、玉

昌
会
が
開
催
す
る
﹁
法
人
学
会
﹂
に
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
取
引
先
各
社

を
招
待
し
、﹁
健
康
経
営
﹂
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
等
、
裾
野
の
拡

大
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
3
．宣
言
し
た
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
や
効
果
は
？

　
玉
昌
会
の
理
念
と
取
り
組
ん
で
い
る

方
向
性
が
宣
言
を
行
う
趣
旨
と
合
致
し

た
こ
と
で
、
現
状
の
取
組
み
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宣
言
を
し
た
こ
と
に
よ
り
獲

得
で
き
た
新
た
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

を
含
め
、
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
対
し
て
、﹁
シ
ー
ム
レ
ス
﹂で﹁
共
存
共

栄
﹂
で
き
る
信
頼
関
係
を
構
築
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
4
．今
後
の
展
望

　
玉
昌
会
で
は
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る

﹁
予
防
・
未
病
﹂
の
分
野
の
機
能
強
化
の

た
め
に
、従
来
、実
施
し
て
い
た
病
院
内

で
の
健
診
・
人
間
ド
ッ
グ
事
業
に
加
え
、

巡
回
型
健
診
・
産
業
医
業
務
を
統
合
し

た﹁
ト
ー
タ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
﹂

を
キ
ラ
メ
キ
テ
ラ
ス
へ
ル
ス
ケ
ア
ホ
ス

ピ
タ
ル
内
に
新
設
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
３
月
に
は
、
シ
ェ
ラ
ト
ン

ホ
テ
ル
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
、
商
業

施
設
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
含
む
複

合
型
施
設
を
併
設
し
た
、
キ
ラ
メ
キ
テ

ラ
ス
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

玉
昌
会
が
取
組
む
”健
康
で
幸
せ
な
未

来
“
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
多
く
の
方
々
と
の
連
携
が
必
要
で

す
。
医
療
・
介
護
だ
け
で
な
く
、
連
携
す

る
裾
野
を
さ
ら
に
広
げ
な
が
ら
、
共
存

共
栄
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構

築
し
、
鹿
児
島
県
、
日
本
、
ゆ
く
ゆ
く
は

世
界
に
﹁
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　
﹂
の
取
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

R

R

R
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経
営
相
談
ガ
イ
ド

新型コロナウイルス感染症対策支援金・協力金一覧

小規模事業者持続化補助金のご案内

「原油価格高騰に関する特別相談窓口」のご案内

小規模事業者が取組む販路開拓や、感染拡大防止のための対人接触機会の減少と事業継続を両立させるポストコロナ
を踏まえた新たなビジネスやサービス、生産取組を支援するものです。 

鹿児島商工会議所では、原油価格高騰の影響により資金繰りに困難をきたしている中小企業者の皆様に対する資金
繰りや経営に関する相談に対応するため、「原油価格高騰に関する特別相談窓口」を設置しております。お気軽にご
相談下さい。

■お問合せ　鹿児島商工会議所 企業支援部 経営支援一課　099-225-9533

■お問合せ　鹿児島商工会議所 企業支援部 経営支援二課　099-225-9534 

■お問合せ　鹿児島商工会議所 中小企業支援センター　099-225-9533 / 9534 / 9540

※小規模事業者…常時使用する従業員数が、商業・サービス業（宿泊業・娯楽業除く）では5人以下、宿泊業・娯楽業・製造業その他では20人以下

支援施策

一般型 低感染リスク型ビジネス枠

支援内容 申請期間 支援金額

国

鹿
児
島
県

鹿
児
島
市

10月分
月次支援金

11/1～1/7
※専用ホーム
　ページからの
　Web申請のみ

法人：上限20万円
個人：上限10万円

10/29～12/10
※当日消印有効

7/1～12/28
※当日消印有効

10/1～2/28
※当日消印有効

9/29～1/31
※当日消印有効

8月・9月分

4月1日から12月
28日までに購入
し、代金を支払っ
たもの

国の緊急事態宣
言等により売上
50％以上減少し
た事業者を支援

国によるまん延
防止等重点措置
の適用等により
売上30％以上
50％未満（酒類
販売事業者は
30％以上）減少
した事業者を支
援

県内事業者（全業種）
法人：上限10万円/月
個人：上限5万円/月

酒類販売事業者
※月間事業収入の減少
率に応じた額
法人：上限10万円～60万円/月
個人：上限5万円～30万円/月

雇用調整助成金等の支
給決定金額の15％に
相当する額

賃料（月額）の1/2
法人：上限20万円
個人：上限10万円

飲食店の感染防
止対策物品の購
入費を補助

上限10万円
補助率10/10

国の雇用調整助
成金等の給付に
上乗せ

鹿児島市内にあ
る土地・建物に
係る事業用の地
代・家賃を補助

7/1～10/31［第
5期］休業分

8・9月のいずれか
1ヶ月分が対象

詳しくはこちら▶

事業継続月次支援金

詳しくはこちら▶

飲食店感染防止
対策強化支援事業
詳しくはこちら▶

雇用維持支援金
［第5期］
詳しくはこちら▶

家賃支援金 
［第2期］
詳しくはこちら▶

詳しくはこちら▶ 低感染リスク型は
　　　　　こちら▶

補助率・補助上限

申請方法

次回締切

事務局HP

2/3以内・50万円

郵送または電子申請（Jグランツ）

2022年2月4日（金）

3/4以内・100万円

電子申請（Jグランツ）のみ

2022年1月12日（水）

販路開拓等に資する取組の経費の一部を補助目的
ポストコロナを踏まえたビジネスやサービス、
生産プロセスの導入等に関する取組を支援

※対象経費や加点項目等、
　詳しい内容はこちらより
　ご確認ください。

※対象経費や上限額の引き上げ等、
　詳しい内容はこちらより
　ご確認ください。
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鹿児島県信用保証協会

会長　川野 敏彦さん

TALK
QA

QA

コ
ロ
ナ
関
連
資
金
の
返
済
に
不
安
を
感
じ
る
方
は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
鹿
児
島
県
信
用
保
証
協
会
は
ど
の
よ
う

な
組
織
で
す
か
？

　
信
用
保
証
協
会
は
、中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
を
支
援
す
る
公
的
機
関
で
、
資
金

調
達
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
が
主
な
業
務
で

す
。
保
証
協
会
が
保
証
人
と
な
る
こ
と
で

融
資
を
受
け
や
す
く
な
り
、
安
定
し
た
資

金
繰
り
を
実
現
さ
せ
ま
す
。創
業
・
経
営
改

善
・
事
業
再
生
・
事
業
承
継
な
ど
に
つ
い
て

も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
信
用
保
証
協
会
は
、
７
月
に

名
山
町
の
産
業
会
館
か
ら
加
治
屋
町
の
高

見
馬
場
電
停
近
く
へ
新
築
移
転
し
ま
し
た
。

気
軽
に
ご
来
所
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
新

事
務
所
は
相
談
ス
ペ
ー
ス
や
駐
車
場
を
十

分
に
確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
・
休

日
の
相
談
窓
口
も
設
置
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
、

こ
ち
ら
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
会
長
に
就
任
し
て
、意
気
込
み
は
？

　
保
証
協
会
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
、

中
小
企
業
や
金
融
機
関
か
ら
何
を
期
待
さ

れ
て
い
る
の
か
、
職
員
と
一
緒
に
改
め
て

考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、皆
様
と
の
対
話
の
場
を
増
や
し
、い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
も
と
に
知
恵
を
絞
り
、

実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発

で
、
一
体
感
を
持
っ
て
仕
事
を
で
き
る
職

場
に
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
若
手
職
員
か
ら
順
に

数
人
ず
つ
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

11
月
ま
で
に
全
職
員
一
巡
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
こ
で
出
た
意
見
を
も
と
に
案
件

ご
と
の
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
精
力
的
に

議
論
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
向
け
て
、ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　
令
和
２
年
度
の
当
協
会
に
よ
る
保
証
承

諾
額
は
約
２
４
５
５
億
円
。
一
昨
年
度
に

比
べ
て
４
倍
ほ
ど
の
数
字
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
緊

急
経
営
対
策
資
金
﹂や﹁
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
対
応
資
金
﹂
の
利
用
が
多
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
資
金
繰
り
支
援
の
効

果
も
あ
っ
て
倒
産
件
数
は
抑
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
何
と
か
踏
ん
張
っ
て
い
る
中
小

企
業
者
が
多
い
、
と
い
う
の
が
実
情
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
金
融
機
関
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
重
点
的
に
支
援
す
べ
き
中
小
企
業
を
約

２
０
０
社
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
経
営
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
企
業

訪
問
な
ど
を
通
し
て
課
題
を
聞
き
取
り
、

金
融
機
関
や
関
係
支
援
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
早
め
早
め
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
コ
ロ
ナ
関
連
資
金
の
返
済
が

始
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
据
置
期
間
を
３
年

と
設
定
さ
れ
た
企
業
も
多
い
の
で
す
が
、

返
済
開
始
ま
で
に
経
営
を
持
ち
直
し
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、限

度
額
い
っ
ぱ
い
に
融
資
を
受
け
た
企
業
も

少
な
く
な
く
、
そ
の
場
合
は
新
規
の
借
り

入
れ
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
、

返
済
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
よ
う
な
支
援

も
始
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、﹁
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
特
別
借
換
保
証
制
度
﹂の
活
用
で
、

コ
ロ
ナ
関
連
資
金
以
外
の
保
証
を
一
本
化

で
き
ま
す
。ほ
か
に
も
、安
定
し
た
資
金
繰

り
の
た
め
の
伴
走
型
・
継
続
型
の
支
援
制

度
も
あ
り
、そ
の
中
に
は
最
大
10
年
間
返
済

不
要︵
一
括
返
済
方
式
︶の
も
の
も
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
地
域
の
経
済
が
た
い

へ
ん
傷
み
ま
し
た
。
今
の
経
営
が
厳
し
い

方
も
、今
後
に
不
安
を
お
持
ち
の
方
も
、ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
い
け
る
よ
う
、
私
た
ち
は
一
丸
と

な
っ
て
皆
様
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

かわの としひこ さん（62歳）

鹿児島市出身

1984年4月　鹿児島県庁に入庁

2015年4月　鹿児島県 環境林務部長

2016年4月　鹿児島県 農政部長

2018年4月　鹿児島県 PR・観光戦略部長

2019年6月　鹿児島県信用保証協会 専務理事

2021年6月　鹿児島県信用保証協会 会長

QA
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※コロナ感染対策をとった上で実施

商
業
部
会
10
月
委
員
研
修
会

10
12

　
商
業
部
会
は
10
月
12
日
に
、
宇
都
文
昭
氏

︵
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家 

兼 

加
世
田
サ
イ
エ

ン
ス
ク
ラ
ブ
会
員
︶
を
講
師
に
迎
え
、
委
員

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
﹁
星
に
魅
せ
ら
れ
て
﹂
と
題
し
て
、
宇
都
氏

の
幼
少
期
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
、
ど
の
よ

う
に
天
体
や
星
に
興
味
を
持
ち
、
活
動
を

行
っ
て
き
た
か
、
自
身
が
発
見
・
命
名
し
た

星
に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
南
さ
つ
ま
市
に
あ
る
コ
リ
ノ
天
文

台
を
寄
贈
し
た
経
緯
や
現
在
の
活
動
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、﹁
今
ま
で
な
か
な
か
触
れ

る
こ
と
が
無
か
っ
た
天
体
に
興
味
を
持
て

た
﹂
、﹁
コ
リ
ノ
天
文
台
を
訪
れ
て
み
た
い
﹂

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

民
法
改
正
講
習
会

民
法
改
正
の
改
正
点
や
契
約
書

作
成
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明

10
27

　
10
月
27
日
に
、
大
森
法
務
事
務
所
代
表
の

大
森
靖
之
氏
を
講
師
に
迎
え
、﹁
民
法
改
正

講
習
会
﹂
を
開
催
し
た
。﹁
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
﹂
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
で
開
催
し
、
21
社
27

名
が
受
講
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
民
法
︵
債
権
法
︶
の
改
正

点
や
改
正
に
対
応
し
た
契
約
書
の
事
例
紹

介
、
自
社
の
資
金
繰
り
︵
売
掛
金
の
回
収
等
︶

に
配
慮
し
た
契
約
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、﹁
立
場
に
よ
っ
て
契
約

書
の
書
き
方
が
異
な
る
こ
と
、
契
約
書
を
読

み
理
解
す
る
こ
と
が
業
務
上
大
切
で
あ
る

と
実
感
で
き
た
﹂
、﹁
実
際
の
契
約
を
想
定
し

た
具
体
的
事
例
に
よ
り
、
契
約
書
が
自
社
取

引
に
与
え
る
影
響
と
の
関
連
性
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
か
っ
た
﹂
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

10
22

　
10
月
22
日
に
、
中
央
税
務
会
計
事
務
所
所

長
の
中
島
由
雅
氏
を
講
師
に
迎
え
、﹁
消
費

税
軽
減
税
率
対
策
講
習
会
﹂
を
開
催
し
た
。

﹁
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
﹂
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場

で
開
催
し
、62
社
85
名
が
受
講
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概

要
や
免
税
事
業
者
の
取
引
に
関
す
る
影
響
、

仕
入
税
額
控
除
に
対
す
る
経
過
措
置
、
電
子

帳
簿
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
や
経
理
業
務
効

率
化
の
電
子
化
対
応
策
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、﹁
具
体
的
な
事
例
の
解

説
で
免
税
事
業
者
が
受
け
る
影
響
に
つ
い

て
理
解
が
深
ま
っ
た
﹂
、﹁
現
在
免
税
事
業
者

と
の
取
引
が
あ
る
た
め
、
導
入
ま
で
の
対
応

を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
﹂
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

社
会
・
労
働
保
険
の
実
務
講
座

労
務
管
理
の
基
礎
知
識
か
ら

手
続
き
ま
で
わ
か
り
や
す
く
解
説

消
費
税
軽
減
税
率
対
策
講
習
会

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ
ン

ボ
イ
ス
）制
度
に
つ
い
て
解
説

10
7

10
18

※コロナ感染対策をとった上で実施

※コロナ感染対策をとった上で実施

　
10
月
７
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、全
４
回
に

わ
た
り
、
社
会
保
険
労
務
士 

辻
孝
男
氏
を
講

師
に
迎
え
、﹁
社
会
・
労
働
保
険
の
実
務
講
座
﹂

を
開
催
し
、27
社
33
名
が
受
講
し
た
。

　
講
座
で
は
、社
会
保
険
の
し
く
み
を
は
じ
め
、

入
社
・
退
職
の
手
続
き
、従
業
員
の
傷
病
に
係

る
手
続
き
、出
産
・
育
児
に
係
る
手
続
き
、給
与

計
算
等
の
実
務
に
即
し
た
各
種
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
い
解
説
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、﹁
基
礎
知
識
が
不
足
し
て

い
た
の
で
、と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
﹂、﹁
社
会
・

労
働
保
険
の
手
続
き
は
複
雑
で
難
し
い
が
、時

折
面
白
い
話
題
を
交
え
て
の
講
座
だ
っ
た
の

で
楽
し
く
受
講
で
き
た
﹂等
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

会
議
所
の
動
き
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青
年
部
臨
時
会
員
総
会

　
令
和
4
年
度
新
体
制
が
決
定

10
27

製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

　
　
　
　
　
10
月
委
員
研
修
会

10
27

中
小
企
業
活
性
化
・
税
制
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
会

10
29

※コロナ感染対策をとった上で実施

　

中
小
企
業
活
性
化
・
税
制
委
員
会
は
21
月

3:
日
に
、
日
本
商
工
会
議
所
産
業
政
策
第
一

部
長
の
山
内
清
行
氏
を
講
師
に
迎
え
、﹁
政

策
課
題
の
動
向
と
令
和
４
年
度
税
制
改
正

に
つ
い
て
﹂と
題
し
て
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
が
岸
田
内
閣
に
対
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
中
小
企
業
へ
の
重
点

支
援
策
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
に
向
け

た
出
口
戦
略
に
つ
い
て
早
期
の
提
示
と
そ
の

推
進
策
を
要
望
し
た
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
の
税
制
改
正
の
展
望

や
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
及

び
電
子
帳
簿
保
存
法
の
要
件
に
つ
い
て
解

説
が
あ
り
、早
期
の
対
応
を
呼
び
か
け
た
。

※コロナ感染対策をとった上で実施

※コロナ感染対策をとった上で実施

　

製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
は
21
月
38

日
に
、
鹿
児
島
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
・
地

域
資
源
部
シ
ラ
ス
研
究
開
発
室
の
吉
村
幸

雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、
委
員
研
修
会
を
開
催

し
た
。

　

研
修
会
で
は
﹁
火
山
灰
等
を
用
い
た
製
品

化
の
取
り
組
み
﹂
と
題
し
て
、
火
山
灰
を
活

用
し
た
加
熱
調
理
用
プ
レ
ー
ト
﹁
Ｈ
Ａ
Ｉ
﹂

開
発
秘
話
や
、
直
火
で
も
割
れ
に
く
く
、
煙

が
少
な
い
こ
と
な
ど
の
特
徴
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、﹁
現
在
研
究
中
で
あ
る

桜
島
溶
岩
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
特
徴

に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

21
月
38
日
、当
商
工
会
議
所
青
年
部
第
3:
回

臨
時
会
員
総
会
を
開
催
し
、令
和
４
年
度
の
理

事

27
人
と
監
事
２
人
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、

新
理
事
の
互
選
に
よ
り
正
副
会
長
、専
務
理
事

が
選
任
さ
れ
た
。

　

会
長
に
、小
林
令
児
氏︵
水
渕
電
機
㈱!
取
締

役
営
業
本
部
長
︶が
選
任
さ
れ
、副
会
長
に
は
、

生
駒
和
裕
氏︵
い
こ
ま
印
刷
㈲!

代
表
取
締
役
︶、

三
角
悦
久
氏
︵
司
法
書
士
事
務
所
ひ
な
た!

代

表
︶、坂
口
拓
氏︵
㈱
南
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ

ス!

課
長
︶、笠
毛
寛
大
氏︵
み
の
る
印
刷
㈲!

代

表
取
締
役
︶の
４
名
が
、専
務
理
事
に
は
橋
野

佳
太
郎
氏
︵
社
会
保
険
労
務
士
法
人
s
u
n!

b
r
i
d
g
e!

代
表
︶
が
選
任
さ
れ
た
。︵
任

期
は
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
︶

会
議
所
の
動
き
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鹿
児
島
商
工
会
議
所

1
4
0
年
の
歩
み

創
立
1
2
0
周
年

全
州
商
工
会
議
所
と
の
姉
妹
盟
約

鹿児島中央－新八代を繋いだ
800系つばめ

桜島を背景に錦江湾に浮かぶ
マリンポート

　
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
は
、
平
成

14
年
10
月
８
日
、
鹿
児
島
県
文
化
セ
ン

タ
ー
に
国
内
外
か
ら
の
来
賓
、
当
商
工
会

議
所
の
議
員
、
会
員
な
ど
１
５
０
０
人
が

集
ま
っ
て
開
か
れ
た
。

　
大
西
洋
逸
会
頭
は
式
辞
で
﹁
21
世
紀
の

鹿
児
島
の
発
展
の
た
め
の
道
筋
も
見
え

て
き
た
。鹿
児
島
を
南
九
州
経
済
圏
の
核

と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
﹂と
述
べ
た
。

　
式
典
の
前
日
、
韓
国
・
全
羅
北
道
の
全

州
商
工
会
議
所
と
の
姉
妹
盟
約
が
実
現

し
た
。調
印
式
に
は
、
全
州
商
工
会
議
所

の
宋
基
台
会
長
ら
20
人
が
来
鹿
し
、
い
わ

さ
き
ホ
テ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
4
5
0
で
行

わ
れ
た
。宋
会
長
は
﹁
21
世
紀
に
お
け
る

北
東
ア
ジ
ア
時
代
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
協
力
し
合
っ
て
い
く
契
機
と
し
た
い
﹂

と
挨
拶
し
た
。

　
平
成
16
年
３
月
13
日
、
旧
西
鹿
児
島
駅

か
ら
新
駅
名
と
な
る
﹁
鹿
児
島
中
央
駅
﹂

の
文
字
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
新
た
な

駅
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

鹿
児
島
商
工
会
議
所

1
4
　
年
の
歩
み

　
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
が
、
鹿
児

島
中
央
〜
新
八
代
間
で
部
分
開
業
し
、
新

八
代
ま
で
最
短
34
分
、
博
多
ま
で
２
時
間

10
分
で
結
ば
れ
、
大
幅
な
時
間
短
縮
で
利

便
性
が
格
段
に
向
上
し
た
。

　
駅
舎
２
階
で
新
幹
線
開
業
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
た
後
、
午
前
６
時
、
開
業

初
便 

”つ
ば
め
“
が
新
八
代
に
向
け
て
出

発
し
た
。

　
西
鹿
児
島
駅
の
改
称
に
伴
う
経
費
６

６
０
０
万
円
を
負
担
す
る
た
め
、
当
商
工

会
議
所
を
は
じ
め
と
し
た
経
済
８
団
体

が
発
起
人
と
な
り
、
１
４
４
団
体
で
構
成

す
る
﹁
西
鹿
児
島
駅
駅
名
改
称
推
進
協
議

会
﹂を
設
立
し
て
、
募
金
活
動
を
展
開
し
、

多
く
の
市
民
や
団
体
の
協
力
を
得
て
１

億
１
３
０
０
万
円
の
募
金
が
集
ま
っ
た
。

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト

部
分
開
業

　
鹿
児
島
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
県
内
外
に
鹿
児
島
フ
ァ

ン
を
増
や
す
こ
と
な
ど
を
目
的
と
す
る

か
ご
し
ま
検
定
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
事
前
に
鹿
児
島
大
学
や
マ
ス
コ
ミ
Ｏ

Ｂ
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
自
然
、
歴
史
、
文

化
、
地
域
の
特
徴
、
産
業
と
経
済
の
５
分

野
を
網
羅
す
る
﹁
公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ

ク
﹂
を
作
っ
て
発
売
。試
験
前
に
開
い
た

﹁
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
約
１
０
０
０

人
が
受
講
す
る
な
ど
関
心
が
高
ま
っ
て

い
た
。平
成
18
年
４
月
16
日
に
第
１
回
マ

ス
タ
ー
試
験
が
実
施
さ
れ
、
２
２
９
２
人

が
受
験
し
た
。

　
平
成
19
年
、
鹿
児
島
商
工
会
議
所
は
明

治
15
年
３
月
の
創
立
か
ら
１
２
５
年
の

節
目
を
迎
え
、
３
月
23
日
に
鹿
児
島
サ
ン

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
記
念
祝
賀
会
を
開

催
し
た
。地
元
選
出
国
会
議
員
や
伊
藤
祐

一
郎
鹿
児
島
県
知
事
、
森
博
幸
鹿
児
島
市

長
、
当
商
工
会
議
所
議
員
な
ど
約
２
３
０

人
が
節
目
の
年
を
祝
い
、
商
工
業
の
発
展

を
誓
っ
た
。

　
６
月
12
日
に
は
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
﹁
会
員

の
集
い
﹂
を
開
催
。会
員
事
業
所
か
ら
３

０
０
０
人
を
招
待
し
て
大
地
真
央
さ
ん

主
演
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル﹁
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・

レ
デ
ィ
﹂の
昼
夜
２
回
公
演
を
行
っ
た
。

　
鹿
児
島
の
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

生
か
し
た
待
望
の
港
﹁
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か

ご
し
ま
﹂
が
平
成
19
年
９
月
28
日
、
鹿
児

島
市
宇
宿
２
丁
目
沖
で
共
用
開
始
と
な

り
、
開
港
当
日
は
鹿
児
島
県
主
催
の
記
念

式
典
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
３
日
間
に

わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
開
港
に
合
わ
せ
て
世
界
最
大
級

の
豪
華
客
船
サ
フ
ァ
イ
ア
・
プ
リ
ン
セ

ス
が
入
港
し
、
当
商
工
会
議
所
、
鹿
児
島

県
、
鹿
児
島
市
な
ど
で
組
織
す
る
鹿
児
島

海
外
観
光
客
受
入
協
議
会
の
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
乗
船
客
は
県
内
の
観

光
ツ
ア
ー
な
ど
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

埠
頭
に
特
設
し
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
薩

摩
伝
統
の
自
顕
流
の
演
武
、
鎧
や
兜
の
展

示
、
そ
し
て
鹿
児
島
の
特
産
品
の
試
食
な

ど
を
楽
し
ん
だ
。

か
ご
し
ま
検
定
が
ス
タ
ー
ト

創
立
1
2
5
周
年
記
念
事
業

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

会
員
3
0
0
0
人
を
招
待

マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま

供
用
開
始
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容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
の
約
６
割
を
占
め
る
容

器
包
装
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
を

つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
を
減
ら
し
、

資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
法
律
で
す
。　

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、﹁
再
商
品
化
︵
リ

サ
イ
ク
ル
︶
義
務
の
あ
る
特
定
事
業
者
﹂

に
該
当
す
る
事
業
者
は
、﹁
容
器
﹂﹁
包

装
﹂の
利
用
量
、
容
器
の
製
造
等
の
量
に

応
じ
て
、
再
商
品
化
義
務
を
負
う
も
の

と
さ
れ
、
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
に
再
商
品
化
の
委
託
申
し
込
み
を

行
い
、
委
託
料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、

再
商
品
化
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。た
だ
し
、
小
規
模
事
業
者
は
除

き
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
で
は
、
再
商
品
化
委

託
契
約
申
込
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
難
し
い
方

な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
委
託
申
込
先
】

鹿
児
島
商
工
会
議
所
　
経
営
支
援
二
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
４

【
再
商
品
化
委
託
申
込
期
間
】

令
和
３
年
12
月
７
日︵
火
︶か
ら

令
和
４
年
２
月
10
日︵
木
︶ま
で

※
小
規
模
事
業
者
と
は

常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が

○
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
、
か

つ
売
上
高
７
千
万
円
以
下
の
事
業
者

○
製
造
業
な
ど
は
20
人
以
下
、
か
つ
売
上

高
２
億
４
千
万
円
以
下
の
事
業
者

※

商
品
の
販
売
に
　
　
　
　
　
　
　
　
を
利
用
す
る
事
業
者
や

　
　
　
　
　
　
　
容
器
を
製
造
し
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

〜
令
和
4
年
度
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
委
託
申
込
受
付
の
ご
案
内
〜

容器

包装

●法律の概要、再商品化の義務を負う事業者に該当するか
　の判断などに関する相談
　(公財 )日本容器包装リサイクル協会 コールセンター
　電話 03－5251－4870
●委託申込関係書類の請求、書類記入やオンライン手続きに
　関するお問合せ先
　(公財 ) 日本容器包装リサイクル協会 オペレーションセンター
　電話 03－5610－6261
詳しく知りたい方は協会ホームページを
ご確認ください。
　　　　　　　　　　詳しくはこちら▶

【お問い合わせ先】

i n f o r m a t i o n
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鹿
児
島
商
工
会
議
所
観
光
・
飲
食
・
交
流

部
会
な
ど
で
は
、令
和
４
年
１
月
29
日︵
土
︶

〜
２
月
23
日︵
水
︶の
期
間
、県
内
の
飲
食
店

や
ホ
テ
ル
・
加
工
食
品
事
業
者
が
桜
島
大

根
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
を
提
供

す
る﹁
桜
島
だ
い
こ
ん
フ
ェ
ア
﹂を
開
催
し

ま
す
。

　
ま
た
、
開
催
に
先
立
ち
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
致
し
ま
す
。

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

日
　
程
　
令
和
４
年
１
月
29
日︵
土
︶・
30
日︵
日
︶

場
　
所
　
天
文
館
ベ
ル
ク
広
場

入
場
料
　
無
料

内
　
容
　
○
飲
食
・
物
販
ブ
ー
ス
出
店

　
　
　
　
○
桜
島
大
根
重
量
当
て
ク
イ
ズ

　
　
　
　
○
桜
島
大
根
一
本
売
り

　
　
　
　
○
専
門
家
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
　
等

そ
の
他
、
多
数
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、是
非
ご
家
族
、ご
友
人
と
一

緒
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
り
、中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す【
参
加
店
ま
だ
ま
だ
募
集
中
！
】

　
本
フ
ェ
ア
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
事
業

所
様
を
引
き
続
き
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
費
用
無
料
で
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

〇
応
募
方
法

　
Ｈ
Ｐ
も
し
く
は
F
A
X

︵
左
記
Q
R
コ
ー
ド
よ
り
申
込
フ
ォ
ー
ム

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︶

【
イ
ベ
ン
ト
紹
介
】収
穫
体
験
ｉ
ｎ
桜
島

　
桜
島
大
根
の
収
穫
体
験
の
実
施
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。直
接
、農
家
の
方
々
の
声

を
聞
け
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　
前
回
の
収
穫
体
験
で
は
、
た
く
さ
ん
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
桜
島
島
内
で
桜

島
大
根
を
収
穫
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ず
っ

し
り
と
重
い
桜
島
大
根
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
く
い
い

汗
を
か
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
日
程
等
は
決
ま
り
次
第
、
Ｈ
Ｐ

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
　
企
画
課

　
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
１
１

第
2
回

桜
島
だ
い
こ
ん
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　
開
催

【桜島だいこんフェアHP】

前回収穫体験の様子
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事 業 所 名 事 業 内 容

整骨院　一喜

(同)朝里

(同)Ocean Link

Flower Garden

(有)フロンティア

皇南設備工業

千々岩　夕子

(株)サンキョーEテック

鵜池防水

ベレーザメドコ

アトール鹿児島スキンクリニック

(株)ステップ

クリーニング ラボ

SANUNIT

(株)F・carne

(株)さくら優和コンサルタント

バナナネイル

(株)市原組

マルタカ菜園

川畑住設

GROW

幸洋産業(株)

鹿児島イベント(株)

(株)R-tec

脱毛サロン24

ベル通り整骨院

(株)Three&Company

光起(株)

お酒と家庭料理の店　ゆうじん

(有)佐々木薬局

サロン關

(株)Madres

(株)叶夢

フラワーショップ花邑

(有)西口ホーム

(株)祐司

サザンリンク(株)

からたち

(同)広至

上松瀬　史朗

鹿大前整骨院

徳重秀晃公認会計士事務所

巴FARM

(同)CoCoDigi

新 入 会 員 紹 介

整骨院

社会福祉業

水産物卸売業、魚介類販売業

手芸用品販売

足場組

管工事業［給排水工事］

アロマサロン

建設業

防水業

理美容業

美容外科

「不登校」「発達障害」専門家庭教師派遣

クリーニング業

食肉販売業

経営コンサルティング

ネイルサロン、ネイルスクール

太陽光発電システムの施工

農業生産、加工品販売

住宅設備工事［ユニットバス・キッチン等］

輸出入及び関連事業

脱毛サロン

柔道整復業、運動指導、健康関連物販

飲食業［居酒屋］

医薬品販売

飲食業［サロン］

建設業

生花販売、生花卸

不動産、一般建築業

飲食業［焼肉店］

保険業

飲食業［紅茶とお酒］

鳶、建設・建築

ネット販売［小売］

柔道整復、スポーツイベント運営・企画

公認会計士、税理士業

食品製造・販売

インターネット関連業

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

加入申込

(2021年3月・6月常議員会承認）

入会された皆さまを紹介いたします。
(2020年12月～2021年3月)

新入会員の皆さま！登録はお済ですか？
鹿児島商工会議所メールマガジン好評配信中
　　　　　　　　　　ご登録はこちらから▶

繁華街で働く方々を対象としたセミナー、
業界全体の健全化と活性化

パーソナルトレーニング、
腸もみ・肋骨矯正リンパマッサージ

イベントの企画・運営、
催事イベント出店による飲食物の販売等
土木建築工事業、水産物加工、
アパレル製品の販売

菓子の企画・販売、
各種デザインの企画・制作等
太陽光発電設備設計・施工・保守、
電気工事業、土木建築工事業

飲食業［しゃぶしゃぶ店］、
食品製造業、酒類販売業

事 業 所 名 事 業 内 容

樋口　幸乃

みさき

整骨院ツムギ

(株)イノベーションコンサルティング

そら

unhaut design

十具屋商店

しもじま行政書士事務所

(同)庭や工房

(有)まるはちふくれ菓子店

かしんビジネスサービス(株)

（株）平井建防

ナイトパブ　オパール

大衆酒場きちべえ

GP FACTORY

クイーンズコート江波

居酒屋　心

環社

(株)東宝建設

M・K技研

丸山興産

茶はな

クラブ　アンシエル

私の店

赤松商店

（学）吉井学園

宇宿の1000円カット UPSTART

(株)光工業

RAN労務管理事務所

Atelier lamuse

カラー&スタイリングSenren

(株)オフィスAGK

さつまうまいもん(株)

桜小町　匠

(株)RKコンサルティング鹿児島支社

(有)徳一

天文館焼き鳥桃太郎.jp

奄美らいずーシマード

(株)福里商会

(同)WALK INN STUDIO

(株)錦屋商事

WEBライター

飲食業［お持ち帰り寿司、居酒屋寿司］

整骨院

コンサルティング

飲食業［ラーメン店］

広告制作業

家具販売、内装工事、家具製造

書類作成代行業務

建設業［外構工事］

生命保険業

菓子製造販売

金融機関業務受託業

防水工事、塗装工事、外壁補修工事

飲食業［スナック］

飲食業［居酒屋］

飲食業［バー］

飲食業［スナック］

生命保険業

飲食業［カラオケ居酒屋］

広告業

建設業、不動産業

建築業［足場設置工事］

建築業

飲食業［カラオケスナック］

飲食業［クラブ］

飲食業［カラオケスナック］

コンサルタント業

認定こども園

美容業

仮設トイレ、仮設足場

社会保険労務士業

教室講師

カラリスト、スタイリスト、色彩講師

食品販売、飲食業、その他物販

振袖レンタル、着付教室

保険代理業

貸清掃具、ダスキンフランチャイズ

飲食業［焼き鳥店］

食品製造卸売

介護事業、建築

IT関連機器の販売・施工

音楽スタジオ運営、音楽イベント運営

食品卸、インターネット通販

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

3月

加入申込

ソニー生命保険(株)
中村　竜洋

日本生命保険（相）
永島　徳子

(株)バッファロー・IT・ソリューションズ
九州営業所

飲食業［ラウンジ］、
飲食店コンサルタント事業等
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祝
・
令
和
3
年

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章

　
令
和
３
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者

が
発
表
さ
れ
、
当
商
工
会
議
所
副
会
頭
の

渕
本
逸
雄
氏
が
旭
日
双
光
章
を
、
監
事
の

押
井
啓
一
氏
が
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
栄
え
あ
る
受
章
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

【
叙
勲
】旭
日
双
光
章

鹿
児
島
商
工
会
議
所 

副
会
頭

南
海
食
品
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長

渕
本
逸
雄
氏

鹿
児
島
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
第
73
回
人
権
週
間
」で
す

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
で
す
。

　
人
権
週
間
は
、昭
和
23
年
12
月
10
日
の
国

連
総
会
に
お
い
て﹁
世
界
人
権
宣
言
﹂が
採

択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
国
に
お
い
て

定
め
ら
れ
た
も
の
で
、今
年
で
73
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
、

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
問

題
、外
国
人
や
障
害
の
あ
る
人
、ハ
ン
セ
ン

病
元
患
者
と
そ
の
家
族
な
ど
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け

る
誹
謗
中
傷
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
が

存
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
問
題
を

﹁
自
分
自
身
に
も
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
﹂と

し
て
受
け
と
め
、
身
近
な
人
権
問
題
に
つ

い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
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会
鹿
児
島
県
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合
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会
長

鹿
児
島
商
工
会
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所 

監
事

税
理
士
法
人
押
井
会
計 

代
表
社
員

押
井
啓
一
氏

鹿児島商工会議所ビル1F

※下記のような利用特典がございます。

◆貸室使用料（平日使用料金・税抜） （単位：円）

貸　室

アイムホール（1/1）
　　〃　　　（1/2）
　　〃　　　（1/4）
第1 会議室
第2 会議室
第3 会議室

面積
（㎡）

274
137
68
46
37
33

人員
（人）

180
81
36
30
24
18

A

9：00～
　12：00

45,000
28,000
20,500
18,500
14,000
13,500

B

9：00～
　17：00

95,000
59,500
40,500
38,500
29,000
28,000

C

13：00～
　17：00

56,000
34,500
23,000
20,500
15,500
14,500

D

17：30～
　21：30

60,500
37,500
27,000
24,000
19,500
17,500

Ķɺɼy ķɉૹ૥๿஬৙ࡼޏஒʫ˃Ȧఱɂ௶ၡȦ਄ȧৄȠʫ˃ɅɄɥȭɂɬࡄȽɀĂĶ୸ڋȞɉ૵জ௘ގȥɣ઻ɘɥķȭɂɅශ࠽

ȱĂܑ াɈĶJ’nķĪૐɉīɂჩშȱȹɜɈɁȳăJɅɉɼ̀ ʭʁ́ Ĝʏʿ Ằɼ̀ ʞ˂ ʐɿ̀ ʠĂnɅɉ ʠ́˅ ʵ˂ ʑĪෂఘණīĂ̫ĜʠĪ୸ޏ

ȞīɄɃɈڷჍȦਮɛɣɦɀȞɘȳă



特定退職金共済制度
従業員の退職金準備のために

退職金制度の確立は、従業員の勤労意欲を高めるとともに人材確保や雇用の安定につながり
ます。将来必要となる資金を計画的に備えるためにご活用ください。

詳しくは、鹿児島商工会議所へお問い合わせください。
【お問合せ先】鹿児島商工会議所 企業支援部企業支援課　☎099－223－0011
　　　　　　　（委託保険会社）　アクサ生命保険株式会社　大同生命保険株式会社　
　　　　　　　　　　　　　　　　住友生命保険相互会社　日本生命保険相互会社

◎事業主が負担する掛金は、損金または必要経費に計上できます。
　(所得税法施行令第64条・法人税法施行令第135条 )
◎掛金は月額 1 人 1,000 円から 30,000 円まで 1,000 円単位で選択でき、全額事業主負担
となります。

◎中小企業退職金共済制度との重複加入も認められます。
　※ただし、他の特定退職金共済制度との重複加入は認められません。

◎鹿児島商工会議所の地区内にある事業所であれば、従業員を加入させることができます。
　（専従者を除く）
◎制度に加入する場合は、全従業員を加入させなければなりません。
◎ただし、加入できる従業員は満15歳以上85歳未満で、事業主や役員（使用人兼務役員を除く）、
事業主と同一生計の親族は加入できません。

■加入条件および資格

■制度の特色
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